
　・(仮称)布引の森整備 　　の実施や自然体験の機会を提供 　　の実施や自然体験の機会を提供 　　の実施や自然体験の機会を提供
    
２　河辺いきものの森等施設の維持管理 ２　河辺いきものの森等施設の維持管理 ２　河辺いきものの森等施設の維持管理 ２　河辺いきものの森等施設の維持管理
　・河辺いきものの森、河辺の森駅、(仮称)布引の 　・河辺いきものの森、河辺の森駅、布引の森の維 　・河辺いきものの森、河辺の森駅、布引の森の維 　・河辺いきものの森、河辺の森駅、布引の森の維
　　森 　　持管理 　　持管理 　　持管理
    

主な事業内容 ３　森に人が集まる場所づくり事業（里山保育） ３　森に人が集まる場所づくり事業（里山保育） ３　森に人が集まる場所づくり事業（里山保育） ３　森に人が集まる場所づくり事業（里山保育）
　・認定こども園等の近くの里山等で四季を通じて 　・認定こども園等の近くの里山等で四季を通じて 　・認定こども園等の近くの里山等で四季を通じて 　・認定こども園等の近くの里山等で四季を通じて

（年次計画） 　　園児を連れて自然体験（12園で実施） 　　園児を連れて自然体験（15園で実施予定） 　　園児を連れて自然体験 　　園児を連れて自然体験
    

Plan 1 ４　にぎわい里山づくり事業 ４　にぎわい里山づくり事業 ４　にぎわい里山づくり事業 ４　にぎわい里山づくり事業
　・里山保全活動を行う団体を「にぎわい里山づく 　・里山保全活動を行う団体を「にぎわい里山づく 　・里山保全活動を行う団体を「にぎわい里山づく 　・里山保全活動を行う団体を「にぎわい里山づく

（実績） 　　り団体」と認定し活動を支援する交付金を交付 　　り団体」と認定し活動を支援する交付金を交付 　　り団体」と認定し活動を支援する交付金を交付 　　り団体」と認定し活動を支援する交付金を交付
    

Do 2 ５　緑化の推進等 ５　緑化の推進等 ５　緑化の推進等 ５　緑化の推進等
　・婚姻届・出生届を出された方に記念樹「あゆみ 　・婚姻届・出生届を出された方に記念樹「あゆみ 　・婚姻届・出生届を出された方に記念樹「あゆみ 　・婚姻届・出生届を出された方に記念樹「あゆみ
　　の樹」をプレゼント 　　の樹」をプレゼント 　　の樹」をプレゼント 　　の樹」を

東

プレゼント
　・自治会

近

・個人・事業所に花い

江

っぱい運動等によ 　・

市

自治会・個人・事業所

総

に花いっぱい運動等に

合

よ 　・自治会・個人・

計

事業所に花いっぱい運

画

動等によ 　・自治会・

～

個人・事業所に花いっ

ま

ぱい運動等によ
　　る

ち

緑化の推進 　　る緑化

づ

の推進 　　る緑化の推

く

進 　　る緑化の推進
　

り

・保護樹木・保護樹林

の

の指定 　・保護樹木・

森

保護樹林の指定 　・保

を

護樹木・保護樹林の指

育

定 　・保護樹木・保護

て

樹林の指定
   
６　

よ

森里川湖体験事業 ６　

う

森里川湖体験事業 ６　

～

森里川湖体験事業
　・

■

森里川湖３ＤＡＹキャ

令

ンプ等の実施（９日間

和

） 　・森里川湖３ＤＡ

0

Ｙキャンプ等の実施 　

5

・森里川湖３ＤＡＹキ

年

ャンプ等の実施
指標の

度

年度目標値 48.7%

 

49.4% 50.0%

実

50.7%

事業の優先

施

度 Ａ Ａ

決算額 国庫支出

計

金 7,425千円 予算

画

額 国庫支出金 1,34

／

5千円

県支出金 7,5

◆

41千円 県支出金 7,

令

491千円

事業の財源

和

57,309千円 市債

0

0千円 50,628千

4

円 市債 0千円

その他 3

年

3,367千円 その他

度

26,989千円

一般

 

財源 8,976千円 一

事

般財源 14,803千

務

円

職員数/人件費 正 3

事

.95人 会計任 1.7

業

6人 30,794 千円

評

正 4.7人 会計任 2.

価

76人 38,926 千

○

円

評価
改善 方向性

令和

基

04年度 事務事業評

本

価

指標の年度実績 Do

目

 2 60.3% 令和0

標

5年度の改善の取り組

：

み Action 4 令

0

和06年度以降の事業

5

の方向性と資源の配分

誰

＜成果・課題＞ ＜改善

も

内容＞ 事業の方向性 資

が

源(財源・人)の配分

輝

事業の方向性と資源の

き

配分の内容

河辺いきも

快

のの森への団体利用（

適

やまのこ森林環境 河辺

な

いきものの森の林冠ト

生

レイル大規模修繕につ

活

い 現状維持 ○ 財源
学習

環

、森が育む子ども広場

境

事業モリイコ、小学校

が

、 て検討を進める。
幼

整

保園等）を例年どおり

う

受け入れることができ

ま

た。 ４月26日に開園

ち

した布引の森は、河辺

指

いきものの森 見直して

標

継続 拡大
布引の森は、

名

令和５年度の開園に向

自

け、整備やプロ と連携

然

を図りながら、環境教

と

育や里山の魅力を伝え

関

拡大 現状 ○
事務事業の

わ

改善内容 グラム検討を

る

進め、管理運営体制を

人

構築した。 るプログラ

の

ムを展開していく。 縮

割

小 削減
里山保育は、里

合

山活用推進室で実施し

指

、市民団体と 里山保育

　

は、さらに実施園を増

　

やすため、市民団体 事

標

業統合 人員
Check

成

 3 の協働により12

果

園を対象に実施するこ

指

とができた。 と協働し

標

指導者を着実に育成す

一

る。また、身近な自 手

覧

段見直
また、市民団体

の

から指導者を育成する

と

こともできた 然とその

お

活用を学ぶことで、本

り

市の資源である自然 休

新

止・廃止 拡大
が、今後

規

実施園を拡大し、里山

○

保育を継続するため 環

ソ

境の保全と活用と実践

フ

する市民を増やす。 現

ト

状 ○
には、更に指導者

事

の育成が必要である。

務

森里川湖体験事業は、

事

本市の小学生に対し、

業

地域資 完了 削減
源をい

コ

かした多様な体験を提

ー

供する。

ド 125

○基本的政策：06豊かな自然を保全・活用するまちをつくります 指標の目標値 50.7% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 森と水政策課

　 関 係 法 令 　八日市いきものふれあいの里条例及び施行規則、にぎわい里山づくり条例及び施行規則、東近江市 東近江市環境基本
布引の森条例及び施行規則、緑の募金による森林整備等の推進に関する法律、緑の少年団育成強化事 計画

○ 施策 ：01森里川湖を活用した次世代の育成 市 条 例 等 作　　成　　者 丸橋　裕一業助成金交付要綱、自然環境及び生物多様性の保全に関する条例及び施行規則

事務事業名 　森里川湖の豊かな地域資源を保全・活用することを通じて、人と人、人と自然のつながりを醸成し
関連計画、子どもをはじめとした次世代を担う市民の育ちを豊かにします。

森里川湖次世代育成事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 030000
算

款   項   目 020113

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　河辺いきものの森等の保全と活用 １　河辺いきものの森等の保全と活用 １　河辺いきものの森等の保全と活用 １　河辺いきものの森等の保全と活用
　・森林環境学習「やまのこ」など子ども等の環境 　・河辺いきものの森及び布引の森において、森林 　・河辺いきものの森及び布引の森において、森林 　・河辺いきものの森及び布引の森において、森林
　　学習の実施や自然体験の機会を提供 　　環境学習「やまのこ」など子ども等の環境教育 　　環境学習「やまのこ」など子ども等の環境教育 　　環境学習「やまのこ」など子ども等の環境教育



　・菜種の収穫、乾燥、搾油 　・菜種の収穫、乾燥、搾油 　・菜種の収穫、乾燥、搾油
　・廃食油回収とＢＤＦ精製、活用 　・廃食油回収とＢＤＦ精製、活用 　・廃食油回収とＢＤＦ精製、活用 　・廃食油回収とＢＤＦ精製、活用
　・視察、体験学習受入れ 　・視察、体験学習受入れ 　・視察、体験学習受入れ 　・視察、体験学習受入れ

主な事業内容 　・ＢＤＦ燃料の利用拡大に向けた啓発 　・ＢＤＦ燃料の利用拡大に向けた啓発 　・ＢＤＦ燃料の利用拡大に向けた啓発 　・ＢＤＦ燃料の利用拡大に向けた啓発
　・各種プラント設備修繕 　・各種プラント設備修繕 　・各種プラント設備修繕 　・各種プラント設備修繕

（年次計画） 　・菜の花館指定管理の更新事務（令和5～7年度）   　・菜の花館指定管理の更新事務
    

Plan 1 ３　菜の花エコプロジェクトの推進 ３　菜の花エコプロジェクトの推進 ３　菜の花エコプロジェクトの推進 ３　菜の花エコプロジェクトの推進
　・菜の花エコプロジェクトの啓発、発信 　・菜の花エコプロジェクトの啓発、発信 　・菜の花エコプロジェクトの啓発、発信 　・菜の花エコプロジェクトの啓発、発信

（実績） 　 　 　 　
４　菜の花館の修繕 ４　菜の花館の修繕 ４　菜の花館の修繕 ４　菜の花館の修繕

Do 2 　・炭化炉修繕、雨漏れ修繕

指標の年度目標値 118,000kW 126,000kW 133,200kW 140,000kW

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 23,034千円 市債 0千円 25,318千円 市債 0千円

その他 36千円 その他 32千円

一般財源 22,998千円 一般財源 25,286千円

職員数/人件費 正 0.9人 会計任 0人 6,182 千円 正 0.6人 会計任 0人 3,787 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 130,773kw（R4.12現在） 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

菜の花館の活用の方向性について検討し、検討結果 引き続き教育委員会やコミュニティセンターなどに 現状維持 財源 令和６年度以降
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 3 を通じた使用拡大
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への取組が必要である

5

。 手段見直

休止・廃止

年

拡大 ○
現状
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度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 再生可能エネルギー発電設備導入容量 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 92

○基本的政策：07環境への負荷を軽減するまちをつくります 指標の目標値 140,000kW 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 森と水政策課

　 関 係 法 令 　東近江市あいとうエコプラザ菜の花館条例 東近江市環境基本
計画、東近江市バ

○ 施策 ：02脱炭素社会の推進 市 条 例 等 作　　成　　者 丸橋　裕一イオマスタウン構

事務事業名 　地域の活力を高め、環境と調和した資源循環型の地域づくりを進めるため、菜種の栽培から収穫、 想、東近江市地域
関連計画搾油、食用、廃食油回収、ＢＤＦ精製活用という一連の地域内資源循環プロジェクト（菜の花エコプ 福祉計画

菜の花エコプロジェクト推進事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計ロジェクト）の推進を図ります。

 大事業コード 060000
算

款   項   目 020113

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　菜種の栽培委託 １　菜種の栽培委託 １　菜種の栽培委託 １　菜種の栽培委託
　・菜種栽培における播種面積や収穫等の調整 　・菜種栽培における播種面積や収穫等の調整 　・菜種栽培における播種面積や収穫等の調整 　・菜種栽培における播種面積や収穫等の調整
　　R4年度播種面積　16.02ha    
    
２　菜の花館の管理運営（指定管理） ２　菜の花館の管理運営（指定管理） ２　菜の花館の管理運営（指定管理） ２　菜の花館の管理運営（指定管理）
　・菜の花エコプロジェクトの推進 　・菜の花エコプロジェクトの推進 　・菜の花エコプロジェクトの推進 　・菜の花エコプロジェクトの推進
　・菜種の収穫、乾燥、搾油



設置奨励金 　・蓄電システム設置奨励金
　・太陽熱温水器設置奨励金　　　　　　　 　4件 　・太陽熱温水器設置奨励金 　・太陽熱温水器設置奨励金 　・太陽熱温水器設置奨励金
　    
２　環境マネジメントシステム『えこ・すまいる』 ２　環境マネジメントシステム『えこ・すまいる』 ２　環境マネジメントシステム『えこ・すまいる』 ２　環境マネジメントシステム『えこ・すまいる』
　・公共施設のエネルギー等使用量の見える化 　・公共施設のエネルギー等使用量の見える化 　・公共施設のエネルギー等使用量の見える化 　・公共施設のエネルギー等使用量の見える化
　・環境に配慮した事業推進の啓発 　・環境に配慮した事業推進の啓発 　・環境に配慮した事業推進の啓発 　・環境に配慮した事業推進の啓発

主な事業内容 　　　研修会　R4.5.18、R4.5.19 　 　 　
　　　監査会　R5.2.2、R5.2.3 　 　 　

（年次計画） 　・東近江市地球温暖化対策実行計画の進捗管理 　・東近江市地球温暖化対策実行計画の進捗管理 　・東近江市地球温暖化対策実行計画の進捗管理 　・東近江市地球温暖化対策実行計画の進捗管理
　 　 　　及び計画見直し 　

Plan 1 　 　  　
３　地球温暖化防止活動の普及 ３　地球温暖化防止活動の普及 ３　地球温暖化防止活動の普及 ３　地球温暖化防止活動の普及

（実績） 　・電動アシスト自転車の活用推進 　・電動アシスト自転車の活用推進 　・電動アシスト自転車の活用推進 　・電動アシスト自転車の活用促進
　・グリーン購入の推進 　・グリーン購入の推進 　・グリーン購入の推進 　・グリーン購入の推進

Do 2   　
 ４　小水力発電促進モデル事業の支援 ４　小水力発電促進モデル事業の支援
 

指標の年度目標値 118,000kW 126,000kW 133,200kW 140,000kW

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 4,823千円 市債 0千円 7,579千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 6,000千円

一般財源 4,823千円 一般財源 1,579千円

職員数/人件費 正 1.42人 会計任 0人 7,683 千円 正 0.82人 会計任 0人 5,280 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実

東

績 Do 2 130,7

近

73kw（R4.12

江

現在） 令和05年度の

市

改善の取り組み Act

総

ion 4 令和06年

合

度以降の事業の方向性

計

と資源の配分

＜成果・

画

課題＞ ＜改善内容＞ 事

～

業の方向性 資源(財源

ま

・人)の配分 事業の方

ち

向性と資源の配分の内

づ

容

環境にやさしい暮ら

く

し普及促進事業により

り

再生可能 再生可能エネ

の

ルギーの導入や地球温

森

暖化対策につい 現状維

を

持 財源 令和６年度
エネ

育

ルギー発電設備等の普

て

及促進を図ることがで

よ

き て情報収集を行い、

う

地球温暖化対策実行計

～

画への位 　地球温暖化

■

対策実行計画の見直し

令

に伴う事業費及
た。 置

和

づけと本市における実

0

施について検討する。

5

見直して継続 拡大 ○ び

年

人員の増
環境マネジメ

度

ントシステム『えこ・

 

すまいる』に全 再生可

実

能エネルギーの普及と

施

、その収益による地域

計

拡大 ○ 現状 　小水力発

画

電モデル事業の支援に

／

伴う事業費の増
事務事

◆

業の改善内容 庁で取り

令

組み、研修会や監査会

和

等を通じて地球温暖 課

0

題の解決を図るモデル

4

事業を支援する。 縮小

年

削減
化対策を推進した

度

。目標値達成のため、

 

ＤＸによる 事業統合 人

事

員
Check 3 二酸

務

化炭素削減など、多角

事

的な対策を検討する必

業

要 手段見直
がある。 休

評

止・廃止 拡大 ○
現状

完

価

了 削減

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 再生可能エネルギー発電設備導入容量 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 206

○基本的政策：07環境への負荷を軽減するまちをつくります 指標の目標値 140,000kW 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 森と水政策課

　 関 係 法 令 　地球温暖化対策の推進に関する法律、東近江市環境にやさしい暮らし普及促進奨励金支給要綱 東近江市環境基本
計画、東近江市次

○ 施策 ：02脱炭素社会の推進 市 条 例 等 作　　成　　者 丸橋　裕一世代エネルギーパ

事務事業名 　地球温暖化対策を推進するため、「地球温暖化対策実行計画」を策定し、市が率先して取組を進め ーク構想
関連計画るとともに、低炭素型ライフスタイルの変革を促すよう身近な取組を通じた市民啓発を行います。

地球温暖化対策・再生可能エネルギー促進 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 070000
事業 算

款   項   目 020113

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　環境にやさしい暮らし普及促進事業 １　環境にやさしい暮らし普及促進事業 １　環境にやさしい暮らし普及促進事業 １　環境にやさしい暮らし普及促進事業
　・住宅用太陽光発電システム設置奨励金　　14件 　・住宅用太陽光発電システム設置奨励金 　・住宅用太陽光発電システム設置奨励金 　・住宅用太陽光発電システム設置奨励金
　・コージェネレーションシステム設置奨励金 8件 　・コージェネレーションシステム設置奨励金 　・コージェネレーションシステム設置奨励金 　・コージェネレーションシステム設置奨励金
　・蓄電システム設置奨励金　　　　　　　　71件 　・蓄電システム設置奨励金 　・蓄電システム



息に配慮した森林づくり推進 　・地域ワークショップの開催 　・100年の森づくり会議の開催 　・地域ワークショップの開催
 　・いきものの生息に配慮した森林づくり推進 　・地域ワークショップの開催 　・いきものの生息に配慮した森林づくり推進
２　エコツーリズムの推進 　・森林・林業＋X（エックス）プロジェクト推進 　・いきものの生息に配慮した森林づくり推進 　・森林・林業＋X（エックス）プロジェクト推進
　・エコツーリズム推進全体構想の認定  　・森林・林業＋X（エックス）プロジェクト推進  
　・認定エコツアー制度の策定    
　・全体構想に基づくエコツアーの実施 ２　エコツーリズムの推進 ２　エコツーリズムの推進 ２　エコツーリズムの推進
　・森里川湖エコツーリズムガイド養成講座の実施 　・エコツアーの認定 　・エコツアーの認定 　・エコツアーの認定

主な事業内容 　・鈴鹿10座エコツーリズムガイドフォローアップ 　・全体構想に基づくエコツアーの実施 　・全体構想に基づくエコツアーの実施 　・全体構想に基づくエコツアーの実施
　　研修の実施　 　・森里川湖エコツーリズムガイドフォローアップ 　・森里川湖エコツーリズムガイド養成講座の実施 　・森里川湖エコツーリズムガイドフォローアッ　

（年次計画） 　・びわ湖東近江SEA TO SUMMITの開催 　　研修の実施 　・鈴鹿10座エコツーリズムガイドフォローアップ 　　プ研修の実施
 　・鈴鹿10座エコツーリズムガイド養成講座の実施 　　研修の実施　 　・鈴鹿10座エコツーリズムガイドフォローアッ　

Plan 1 ３　鈴鹿10座の保全・活用 　・びわ湖東近江SEA TO SUMMITの開催 　・びわ湖東近江SEA TO SUMMITの開催 　　プ研修の実施
　・登山道の巡視及び整備   　・びわ湖東近江SEA TO SUMMITの開催

（実績） 　・鈴鹿10座ビジターセンターの運営    
　　登山者相談 ３　鈴鹿10座の保全・活用 ３　鈴鹿10座の保全・活用 ３　鈴鹿10座の保全・活用

Do 2 　・登山者用バイオトイレ整備(石榑峠ﾊﾞｲｵﾄｲﾚ) 　・登山道の巡視及び整備 　・登山道の巡視及び整備 　・登山道の巡視及び整備
 　・鈴鹿10座ビジターセンターの運営 　・鈴鹿10座ビジターセンタ

東

ーの整備・運営 　・鈴

近

鹿10座ビジターセン

江

ターの運営
４　流域政

市

策 　　登山者相談 　　

総

登山者相談 　　登山者

合

相談
　・地下水勉強会

計

の開催 　・登山者駐車

画

場等整備の検討 　・登

～

山者駐車場等整備 　・

ま

登山者駐車場等整備
　

ち

・県とのサイエンスエ

づ

コツアー    
 ４　

く

流域政策 ４　流域政策

り

４　流域政策
５　森里

の

川湖体験事業 　・愛知

森

川内水面漁業振興協議

を

会への参画 　・愛知川

育

内水面漁業振興協議会

て

への参画 　・愛知川内

よ

水面漁業振興協議会へ

う

の参画
　・森里川湖３

～

ＤＡＹキャンプ等の実

■

施（９日間） 　・地下

令

水等勉強会の開催 　・

和

地下水勉強会の開催 　

0

・地下水勉強会の開催

5

指標の年度目標値 75

年

0人 1,000人 1,

度

500人 2,100人

 

事業の優先度 Ａ Ａ

決算

実

額 国庫支出金 1,29

施

3千円 予算額 国庫支出

計

金 2,500千円

県支

画

出金 0千円 県支出金 0

／

千円

事業の財源 35,

◆

482千円 市債 18,

令

100千円 21,50

和

6千円 市債 0千円

その

0

他 10,350千円 そ

4

の他 10,697千円

年

一般財源 5,739千

度

円 一般財源 8,309

 

千円

職員数/人件費 正

事

3.46人 会計任 1.

務

55人 26,207 千

事

円 正 2.9人 会計任 0

業

.8人 20,004 千

評

円

評価
改善 方向性

令和

価

04年度 事務事業評

○

価

指標の年度実績 Do

基

 2 217人 令和05

本

年度の改善の取り組み

目

Action 4 令和

標

06年度以降の事業の

：

方向性と資源の配分

＜

1

成果・課題＞ ＜改善内

0

容＞ 事業の方向性 資源

戦

(財源・人)の配分 事

略

業の方向性と資源の配

的

分の内容

（成果） 　東

な

近江市エコツーリズム

地

推進全体構想の国の認

域

定 現状維持 財源 令和６

の

年度以降
　東近江市エ

創

コツーリズム推進全体

生

構想を策定し国 を契機

指

とし、認定エコツアー

標

制度の実施や、質の高

名

　バイオトイレ・駐車

エ

場整備による事業費の

コ

減
の認定を受けること

ツ

ができた。また、それ

ア

を期に森 いエコツアー

ー

の展開など更なるエコ

の

ツーリズムのブ 見直し

参

て継続 拡大 ○
里川湖エ

加

コツーリズムガイドの

者

認定を行えた。 ランド

数

化を推進し、エコツー

指

リズムの理念を広く普

　

拡大 ○ 現状
事務事業の

　

改善内容 　天狗堂、小

標

又谷に続き、石榑峠に

成

３基目のバイオ 及する

果

とともに、東近江市の

指

原風景を継承する人材

標

縮小 削減
トイレを整備

一

できた。 を発掘・育成

覧

する。 事業統合 人員
C

の

heck 3 　SEA

と

 TO SUMMIT

お

を開催した。 手段見直

り

（課題） 休止・廃止 拡

新

大
　認定された全体構

規

想の実現に向けたエコ

○

ツーリズ 現状 ○
ムの展

ソ

開を行っていく。 完了

フ

削減

ト 事務事業コード 45

○基本的政策：02重点プロジェクトの推進 指標の目標値 2,100人 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 森と水政策課

　 関 係 法 令 　自然環境保全法、自然公園法、生物多様性基本法、エコツーリズム推進法、絶滅のおそれのある野 第2次東近江市環
生動植物の種の保存に関する法律、森林・林業基本法、森林法、道路運送法、旅行業法、東近江市民 境基本計画

○ 施策 ：03森里川湖のつながり創生 市 条 例 等 作　　成　　者 丸橋　裕一の豊かな環境と風土づくり条例、東近江市自然環境及び生物多様性の保全に関する条例 東近江市100年の

事務事業名 　鈴鹿山脈から琵琶湖まで継続的に人の手が加えられ維持されてきた森、里、川、湖といった多様性 森づくりビジョン
関連計画のある豊かな自然と人と自然の関りの中で育まれてきた暮らしや生業、文化などの地域資源を将来世 鈴鹿10座の保全・

森里川湖のつながり創生事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計代に継承するため、100年先を見据えた森林づくりやエコツーリズムの推進、鈴鹿10座の保全活用な 活用プラン

ど森里川湖のつながりをいかした取組を進めます。 大事業コード 020000
算

款   項   目 020113

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　100年の森づくりビジョンの推進 １　100年の森づくりビジョンの推進 １　100年の森づくりビジョンの推進 １　100年の森づくりビジョンの推進
　・地域ワークショップの開催 　・100年の森づくり会議の開催 　・100年の森づくりビジョンの改定 　・100年の森づくり会議の開催
　・いきものの生



　・外来魚の駆除活動　 　・外来魚の駆除活動　
　・外来魚の駆除活動　 　・特定外来水生植物の駆除活動 　・特定外来水生植物の駆除活動 　・特定外来水生植物の駆除活動
　　外来魚駆除釣り大会R4.6.19　駆除量3.2㎏ 　・水鳥観察会の支援 　・水鳥観察会の支援 　・水鳥観察会の支援
　・特定外来水生植物の駆除活動 　・湖辺環境保全清掃活動 　・湖辺環境保全清掃活動 　・湖辺環境保全清掃活動
　　７回　駆除量197㎏ 　 　 　

主な事業内容 　・水鳥観察会の支援　R5.2.4 　 　 　
　・湖辺環境保全清掃活動 　 　 　

（年次計画） 　　能登川漁業協同組合　4回　回収量　440㎏　 　 　 　
　　栗見プロジェクト　 　   

Plan 1 　　　  　 　
２　鈴鹿国定公園整備事業 ２　鈴鹿国定公園整備事業 ２　鈴鹿国定公園整備事業 ２　鈴鹿国定公園整備事業

（実績） 　・鈴鹿国定公園内の登山道の整備 　・鈴鹿国定公園内の登山道の整備 　・鈴鹿国定公園内の登山道の整備 　・鈴鹿国定公園内の登山道の整備
　　（永源寺地区まちづくり協議会に委託） 　　（永源寺地区まちづくり協議会に委託） 　　（永源寺地区まちづくり協議会に委託） 　　（永源寺地区まちづくり協議会に委託）

Do 2 　・永源寺集団施設地区内の園地の管理 　・永源寺集団施設地区内の園地の管理 　・永源寺集団施設地区内の園地の管理 　・永源寺集団施設地区内の園地の管理
　　（シルバー人材センターに委託） 　　（シルバー人材センターに委託） 　　（シルバー人材センターに委託） 　　（シルバー人材センターに委託）
    
３　生物多様性の取組 ３　生物多様性の取組 ３　生物多様性の取組 ３　生物多様性の取組
　・生物多様性調査の実施　9月17日　参加15人 　・生物多様性調査の実施 　・生物多様性調査の実施 　・生物多様性調査の実施
　・特定外来植物の駆除 　・特定外来植物の駆除 　・特定外来植物の駆除 　・特定外来植物の駆除
　・希少種保護活動 　・希少種保護活動 　・希少種保護活動 　・希少種保護活動

　・生物多様性保全の方針検討 　・生物多様性保全の方針検討 　・生物多様性保全の方針検討

指標の年度目標値 26.5% 28.0% 29.5% 30.0%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千

東

円 県支出金 0千円

事業

近

の財源 2,606千円

江

市債 0千円 2,638

市

千円 市債 0千円

その他

総

2,310千円 その他

合

2,310千円

一般財

計

源 296千円 一般財源

画

328千円

職員数/人

～

件費 正 1.19人 会計

ま

任 0人 6,284 千円

ち

正 1.19人 会計任 0

づ

人 7,513 千円

評価

く

改善 方向性

令和04年

り

度 事務事業評価

指標

の

の年度実績 Do 2 2

森

9.5% 令和05年度

を

の改善の取り組み Ac

育

tion 4 令和06

て

年度以降の事業の方向

よ

性と資源の配分

＜成果

う

・課題＞ ＜改善内容＞

～

事業の方向性 資源(財

■

源・人)の配分 事業の

令

方向性と資源の配分の

和

内容

伊庭の里湖づくり

0

協議会では、外来魚駆

5

除、特定外 環境保全活

年

動や生物多様性調査を

度

通して、自然環境 現状

 

維持 財源 令和6年度、

実

令和7年度
来水生植物

施

の早期発見、早期駆除

計

の取組やヨシ保全 に興

画

味を持ってもらい、環

／

境保全に関する人材を

◆

育 生物多様性保全の方

令

針検討に伴う事業費の

和

増
活動を行った。 成す

0

るために継続して活動

4

することが必要である

年

。 見直して継続 拡大 ○

度

鈴鹿国定公園整備事業

 

では、国定公園の登山

事

道の整 コロナ禍で縮小

務

実施してきた事業規模

事

を徐々に戻し 拡大 ○ 現

業

状
事務事業の改善内容

評

備を永源寺地区まちづ

価

くり協議会に、集団施

○

設地区 ていくとともに

基

、円滑で継続した事業

本

実施を図る。 縮小 削減

目

内の園地の管理をシル

標

バー人材センターに委

：

託して 事業統合 人員
C

0

heck 3 実施した

5

。 手段見直
生物多様性

誰

の取組では、希少種に

も

ついて県や専門家 休止

が

・廃止 拡大
と情報共有

輝

をしながら保護活動を

き

行った。生物多様 現状

快

○
性保全の本市の方針

適

の検討が必要である。

な

完了 削減

生活環境が整うまち 指 標 名 自然環境・環境保全に対する満足度 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 28

○基本的政策：07環境への負荷を軽減するまちをつくります 指標の目標値 30.0% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 生活環境課

　 関 係 法 令 　東近江市民の豊かな環境と風土づくり条例（環境基本条例）、東近江市自然環境及び生物多様性の 東近江市環境基本
保全に関する条例 計画

○ 施策 ：01循環共生型まちづくりの推進 市 条 例 等 作　　成　　者 西　直樹

事務事業名 　市民や各種団体と協働して、生活環境、自然環境や歴史・文化的環境を保全するための事業を実施
関連計画し、市民の環境に対する意識を向上するための啓発を行い、快適で住みよい環境を創出します。

生物多様性保全再生事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計 

大事業コード 050000
算

款   項   目 020113

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　伊庭の里湖(さとうみ)づくり事業 １　伊庭の里湖(さとうみ)づくり事業 １　伊庭の里湖(さとうみ)づくり事業 １　伊庭の里湖(さとうみ)づくり事業
　　（伊庭の里湖づくり協議会への委託） 　　（伊庭の里湖づくり協議会への委託） 　　（伊庭の里湖づくり協議会への委託） 　　（伊庭の里湖づくり協議会への委託）
　・ヨシ群落の保全 　・ヨシ群落の保全（ヨシ刈り、ヨシ焼き） 　・ヨシ群落の保全（ヨシ刈り、ヨシ焼き） 　・ヨシ群落の保全（ヨシ刈り、ヨシ焼き）
　　ヨシ刈りR4.12.18、ヨシ焼きR5.2.11 　・伊庭内湖周辺の清掃活動 　・伊庭内湖周辺の清掃活動 　・伊庭内湖周辺の清掃活動
　・伊庭内湖周辺の清掃活動 　・外来魚の駆除活動　



かな生きものを育む農地の役割と農業の   　
　　　今と未来を考える」    

主な事業内容 　　  　 　
３　資源循環型社会づくりの推進　 ３　資源循環型社会づくりの推進　 ３　資源循環型社会づくりの推進　 ３　資源循環型社会づくりの推進　

（年次計画） 　　（さわやか環境づくり協議会への委託） 　　（さわやか環境づくり協議会への委託） 　　（さわやか環境づくり協議会への委託） 　　（さわやか環境づくり協議会への委託）
　・緑のカーテンプロジェクト 　・緑のカーテンプロジェクト 　・緑のカーテンプロジェクト 　・緑のカーテンプロジェクト

Plan 1 　　モニター85名、6事業所、11公共施設 　・ライトダウンキャンペーン 　・ライトダウンキャンペーン 　・ライトダウンキャンペーン
　・ライトダウンキャンペーン　R4.6.21、R4.7.7 　・夏休み子どもエコクラブ 　・夏休み子どもエコクラブ 　・夏休み子どもエコクラブ

（実績） 　・夏休み子どもエコクラブ　R4.8.4　参加8人 　・ＥＣＯまつり 　・ＥＣＯまつり 　・ＥＣＯまつり
　・ＥＣＯまつり　R4.11.3 　・買い物袋持参啓発 　・買い物袋持参啓発 　・買い物袋持参啓発

Do 2 　・環境施設研修　R4.9.16　参加23人 　・環境施設研修 　・環境施設研修 　・環境施設研修
　・環境キャラバン隊(市内幼稚園等への環境啓発 　・環境キャラバン隊(市内幼稚園等への環境啓発 　・環境キャラバン隊(市内幼稚園等への環境啓 　・環境キャラバン隊(市内幼稚園等への環境啓
　　活動)　23園　815人 　　活動) 　　発活動) 　　発活動)
　・小２エコクラブ(市内小学校への環境啓発活動) 　・小２エコクラブ 　・小２エコクラブ 　・小２エコクラブ
　　8校　405人 　　　(市内小学校への環境啓発活動) 　　　(市内小学校への環境啓発活動) 　　　(市内小学校への環境啓発活動)
    
４　各種協議会等への参画 ４　各種協議会等への参画 ４　各種協議会等への参画 ４　各種協議会等への参画
　・滋賀グリーン活動ネットワーク 　・滋賀グリーン活動ネットワーク 　・滋賀グリーン活動ネットワーク 　・滋賀グリーン活動ネットワーク
　・鈴鹿国定公園協会 　・鈴鹿国定公園協会 　・鈴鹿国定公園協会 　・鈴鹿国定公園協会

東

指標の年度目標値 26

近

.5% 28.0% 29

江

.5% 30.0%

事業

市

の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国

総

庫支出金 0千円 予算額

合

国庫支出金 0千円

県支

計

出金 245千円 県支出

画

金 263千円

事業の財

～

源 1,651千円 市債

ま

0千円 1,534千円

ち

市債 0千円

その他 0千

づ

円 その他 0千円

一般財

く

源 1,406千円 一般

り

財源 1,271千円

職

の

員数/人件費 正 1.4

森

8人 会計任 0人 7,9

を

32 千円 正 1.48人

育

会計任 0人 9,387

て

千円

評価
改善 方向性

令

よ

和04年度 事務事業

う

評価

指標の年度実績 D

～

o 2 29.5% 令和

■

05年度の改善の取り

令

組み Action 4

和

令和06年度以降の事

0

業の方向性と資源の配

5

分

＜成果・課題＞ ＜改

年

善内容＞ 事業の方向性

度

資源(財源・人)の配

 

分 事業の方向性と資源

実

の配分の内容

環境審議

施

会を開催し、環境政策

計

及び保全事業につい 環

画

境基本計画の進捗管理

／

を行うため、円卓会議

◆

運営 現状維持 財源 令和

令

6年度、令和7年度
て

和

審議いただいた。円卓

0

会議運営委員会では、

4

環境 委員会を開催し、

年

市民活動の動機づくり

度

や市民が豊 第3次環境

 

基本計画策定に伴う事

事

業費及び人員の増
基本

務

計画の進捗管理を行い

事

、環境円卓会議を開催

業

し さを実感できる啓発

評

方法について検討する

価

。 見直して継続 拡大 ○

○

、市民・事業者・専門

基

家・行政が地域課題を

本

共有し さわやか環境づ

目

くり協議会の活動や参

標

画について新 拡大 ○ 現

：

状
事務事業の改善内容

0

た。 たな会員の勧誘を

5

継続して行い、広く活

誰

動を周知す 縮小 削減
さ

も

わやか環境づくり協議

が

会では、コロナ禍に中

輝

止し る。 事業統合 人員

き

Check 3 ていた

快

イベントを規模縮小な

適

がら行い啓発に努めた

な

手段見直
。会員勧誘の

生

ためコミセン会議など

活

で説明を行い、 休止・

環

廃止 拡大 ○
協議会事業

境

への理解を広げた。 現

が

状

完了 削減

整うまち 指 標 名 自然環境・環境保全に対する満足度 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 205

○基本的政策：07環境への負荷を軽減するまちをつくります 指標の目標値 30.0% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 生活環境課

　 関 係 法 令 　東近江市民の豊かな環境と風土づくり条例（環境基本条例） 東近江市環境基本
計画、東近江市地

○ 施策 ：01循環共生型まちづくりの推進 市 条 例 等 作　　成　　者 西　直樹域福祉計画

事務事業名 　本市の豊かな自然や環境、生物の多様性などを保全し、それを継承していくため、環境基本条例、
関連計画第２次東近江市環境基本計画に基づいて施策を進めます。また、各種協議会等への参加により、情報

循環共生型まちづくり推進事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計を収集し、関係市町や団体との連携や協働による啓発活動を行い、市民の環境意識の向上を目指しま

す。 大事業コード 040000
算

款   項   目 020113

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　環境審議会の開催 １　環境審議会の開催 １　環境審議会の開催 １　環境審議会の開催
　　R4.10.4  　・第３次環境基本計画策定 　・第３次環境基本計画策定
    
２　第２次環境基本計画の推進 ２　第２次環境基本計画の推進 ２　第２次環境基本計画の推進 ２　第２次環境基本計画の推進
　・環境円卓会議運営委員会　 　・環境円卓会議運営委員会の開催 　・環境円卓会議運営委員会、環境円卓会議の開催 　・環境円卓会議運営委員会
　　1回R4.7.29、2回R4.9.26、3回R5.2.22 　 　  
　　環境円卓会議の開催　R5.1.29　参加37人 　   
　　「豊



併処理浄化槽設置整備事業費補助金 ３　合併処理浄化槽設置整備事業費補助金
主な事業内容 　・住宅用合併処理浄化槽設置への補助　２基 　・住宅用合併処理浄化槽設置への補助 　・住宅用合併処理浄化槽設置への補助 　・住宅用合併処理浄化槽設置への補助

　 　 　 　
（年次計画） ４　合併処理浄化槽維持管理費補助金 ４　合併処理浄化槽維持管理費補助金 ４　合併処理浄化槽維持管理費補助金 ４　合併処理浄化槽維持管理費補助金

　・集落単位の合併処理浄化槽管理への補助 　・集落単位の合併処理浄化槽管理への補助 　・集落単位の合併処理浄化槽管理への補助 　・集落単位の合併処理浄化槽管理への補助
Plan 1 　　11地区　405基 　 　  

　 　 　  
（実績） ５　合併浄化槽の法定検査受検率の向上 ５　合併浄化槽の法定検査受検率の向上 ５　合併浄化槽の法定検査受検率の向上 ５　合併浄化槽の法定検査受検率の向上

　　11条検査受験率　38.6％　 　 　  
Do 2 　 　 　  

６　浄化槽台帳の整備 ６　浄化槽台帳の整備 ６　浄化槽台帳の整備 ６　浄化槽台帳の整備
　　浄化槽台帳システムのデータ更新 　 　  
　 　 　  
７　浄化槽関連の届出の受理　4件　 ７　浄化槽関連の届出の受理 ７　浄化槽関連の届出の受理　 ７　浄化槽関連の届出の受理　

　

指標の年度目標値 91.8% 92.0% 92.2% 92.4%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 221千円 予算額 国庫支出金 1,933千円

県支出金 3,534千円 県支出金 5,624千円

事業の財源 309,741千円 市債 0千円 301,420千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 305,986千円 一般財源 293,863千円

職員数/人件費 正 0.82人 会計任 0人 5,821 千円 正 0.83人 会計任 0人 5,759 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 38.6% 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

浄化槽台帳システムにおいて、下水道情報との突合 浄化槽台帳システムの更新作業を効率よく正確に行 現状維持 ○ 財源
により、未届の廃止浄化槽の整理を行った。法定検 う為に、保

東

守点検や清掃情報のデ

近

ータ処理方法を検
査情

江

報の更新をデータ処理

市

ができるよう整備を行

総

っ 討。浄化槽台帳の精

合

度を上げ、未管理の浄

計

化槽管理 見直して継続

画

拡大
た。合併処理浄化

～

槽の法定検査受検率を

ま

向上させる 者に対し、

ち

適正な維持管理及び法

づ

定検査の受検につ 拡大

く

現状 ○
事務事業の改善

り

内容 必要がある。 いて

の

啓発を行う。 縮小 削減

森

事業統合 人員
Chec

を

k 3 手段見直

休止・

育

廃止 拡大
現状 ○

完了 削

て

減

よう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 特定地域における浄化槽法定検査（法第11条）受検率 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 226

○基本的政策：07環境への負荷を軽減するまちをつくります 指標の目標値 92.4% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 生活環境課

　 関 係 法 令 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律、下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業等の合理化に関する 湖東地域一般廃棄
特別措置法 物処理基本計画(

○ 施策 ：03し尿の適正管理 市 条 例 等 作　　成　　者 西　直樹ごみ・生活排水）

事務事業名 　快適で衛生的な生活を営むため、処理施設組合に負担金を支出し、し尿の適正処理と環境衛生の保 、東近江市生活排
関連計画全を図ります。 水処理基本計画（

汚水処理対策事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計生活排水）

大事業コード 050000
算

款   項   目 040201

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　し尿及び浄化槽汚泥処理に係る負担金 １　し尿及び浄化槽汚泥処理に係る負担金 １　し尿及び浄化槽汚泥処理に係る負担金 １　し尿及び浄化槽汚泥処理に係る負担金
　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合
　 　 　 　
２　し尿・浄化槽汚泥収集 ２　し尿・浄化槽汚泥収集 ２　し尿・浄化槽汚泥収集 ２　し尿・浄化槽汚泥収集
　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合
　　し尿処理量　4,053kl 　 　  
　　浄化槽汚泥処理量　16,426kl 　 　  
　　 　 　  
３　合併処理浄化槽設置整備事業費補助金 ３　合併処理浄化槽設置整備事業費補助金 ３　合



法令遵守状況調査及び立入調 　　・特定工場への合同立入調査 　　・特定工場への合同立入調査 　　・特定工場への合同立入調査
　　　査　34件    

（年次計画）     
４　自動車騒音の常時監視　12路線73.7Km ４　自動車騒音の常時監視 ４　自動車騒音の常時監視 ４　自動車騒音の常時監視

Plan 1     
５　公害や生活環境の苦情に対する確認と対処 ５　公害や生活環境の苦情に対する確認と対処 ５　公害や生活環境の苦情に対する確認と対処 ５　公害や生活環境の苦情に対する確認と対処

（実績） 　　157件　 　 　  
　 　 　  

Do 2 ６　市公害防止条例に基づく届出の審査受理 ６　市公害防止条例に基づく届出の審査受理 ６　市公害防止条例に基づく届出の審査受理 ６　市公害防止条例に基づく届出の審査受理
　　62件 　 　  
　 　 　  
７　公害防止、緑地の確保等に関する協定の締結 ７　公害防止、緑地の確保等に関する協定の締結 ７　公害防止、緑地の確保等に関する協定の締結 ７　公害防止、緑地の確保等に関する協定の締結
　　０件

指標の年度目標値 169件 166件 163件 160件

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 21,396千円 市債 0千円 26,619千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 21,396千円 一般財源 26,619千円

職員数/人件費 正 1.29人 会計任 0人 7,897 千円 正 1.06人 会計任 0人 6,709 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 157件 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

公害苦情に関し、原因者への指導により一定の効果 苦情主及び原因者双方が、納得のいくような指導を 現状維持 ○ 財源
があった。長期的な苦情案件の進展が課題である。 行う。

見直して継続 拡大
拡大 現状 ○

事務事業の改善内容 縮小 削減
事業統合 人員

Check 3 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 公害苦情件数 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 441

○基本的政策：07環境への負荷を軽減するまちをつくります 指標の目標値 160件 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 生活環境課

　 関 係 法 令 　東近江市の豊かな環境と風土づくり条例、東近江市民の生活環境保全及び公害防止に関する条例、 －
騒音規制法・振動規制法・悪臭防止法

○ 施策 ：04公害防止対策の推進 市 条 例 等 作　　成　　者 西　直樹

事務事業名 　良好な生活環境を確保するため、「東近江市民の生活環境保全及び公害防止に関する条例」に基づ
関連計画き、河川や大気などの生活環境を調査し、事業者や市民への啓発を行います。

環境調査事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 080000
算

款   項   目 020113

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　環境調査業務 １　環境調査業務 １　環境調査業務 １　環境調査業務
　・河川水質調査　40地点12箇月実施 　・河川水質調査、悪臭検査 　・河川水質調査、悪臭検査 　・河川水質調査、悪臭検査
　　悪臭検査　　　２回 　 　  
　 　 　  
２　公害発生源調査 ２　公害発生源調査 ２　公害発生源調査 ２　公害発生源調査
　　騒音・振動規制法に基づく届出審査、受理 　　騒音・振動規制法に基づく届出審査、受理 　　騒音・振動規制法に基づく届出審査、受理 　　騒音・振動規制法に基づく届出審査、受理　
　　132件 　 　  
　 　 　 　
３　工場の監視、パトロール、指導、対策 ３　工場の監視、パトロール、指導、対策 ３　工場の監視、パトロール、指導、対策 ３　工場の監視、パトロール、指導、対策

主な事業内容 　　・工場等への環境



より移転又は設置した墓地の維持
主な事業内容 　管理に関する支援 　管理に関する支援 　管理に関する支援 　管理に関する支援

　・布引山霊苑一般墓地（峠墓地） 　・布引山霊苑一般墓地（峠墓地） 　・布引山霊苑一般墓地（峠墓地） 　・布引山霊苑一般墓地（峠墓地）
（年次計画）     

４　墓地等経営許可事務　３件 ４　墓地等経営許可事務　３件 ４　墓地等経営許可事務 ４　墓地等経営許可事務
Plan 1     

（実績）

Do 2

指標の年度目標値 2件 1件 0件 0件

事業の優先度 － －

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 52,225千円 市債 0千円 60,121千円 市債 0千円

その他 8,534千円 その他 10,244千円

一般財源 43,691千円 一般財源 49,877千円

職員数/人件費 正 1.28人 会計任 0.03人 7,232 千円 正 0.99人 会計任 0.06人 6,164 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 ０件 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

市営墓地の適正な維持管理を行い、未承継墓地の承 市営墓地敷地内の植栽整備や獣害対策を行い、適正 現状維持 ○ 財源
継を促しながら、返還のあった区画について、利用 な維持管理を行う。
者の再募集を随時行った。 未承継の墓地利用者については、追跡調査を行い、 見直して継続 拡大
市営墓地管理料更新に併せて、焼骨収蔵届の啓発を 承継を促すとともに、返還のあった墓地は再募集に 拡大 現状 ○

事務事業の改善内容 を行い、未提出の抑制に努めた。 より墓地需要に応える。 縮小 削減
今後、無縁墓地の増加が懸念されることから対応策 事業統合 人員

Check 3 を検討する。 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 市営墓地の維持管理に係る改善要望件数 指　　標 － 新規 ○ ソフト 事務事業コード 408

○基本的政策：07環境への負荷を軽減するまちをつくります 指標の目標値 0件 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 生活環境課

　 関 係 法 令 　墓地・埋葬等に関する法律 －

○ 施策 ：05斎場・墓地の適正管理 市 条 例 等 作　　成　　者 西　直樹

事務事業名 　火葬施設の管理運営をする組合に負担金を支出し、施設の適切な管理運営を図ります。
関連計画

斎場・墓地管理運営事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 010000
算

款   項   目 040105

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　斎苑（火葬場）管理運営に係る負担金 １　斎苑（火葬場）管理運営に係る負担金 １　斎苑（火葬場）管理運営に係る負担金 １　斎苑（火葬場）管理運営に係る負担金
　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合 　・八日市布引ライフ組合
    
２　墓地の管理 ２　墓地の管理 ２　墓地の管理 ２　墓地の管理
　・布引山霊苑（瓜生津町：全923区画）新規12件 　・布引山霊苑（瓜生津町：全923区画） 　・布引山霊苑（瓜生津町：全923区画） 　・布引山霊苑（瓜生津町：全923区画）
　・能登川墓地公園（佐野町：全720区画）新規11 　・能登川墓地公園（佐野町：全720区画） 　・能登川墓地公園（佐野町：全720区画） 　・能登川墓地公園（佐野町：全720区画）
　　件    
　 　 　 　
３　公共事業等により移転又は設置した墓地の維持 ３　公共事業等により移転又は設置した墓地の維持 ３　公共事業等により移転又は設置した墓地の維持 ３　公共事業等に



額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 2,516千円 市債 0千円 2,840千円 市債 0千円

その他 2,516千円 その他 2,840千円

一般財源 0千円 一般財源 0千円

職員数/人件費 正 1.27人 会計任 0.03人 6,949 千円 正 1.42人 会計任 0.03人 7,952 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 59% 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

犬の糞害に関する啓発として、自治会での看板設置 犬の飼養方法に関する苦情に対し、県動物保護管理 現状維持 ○ 財源
の推奨、狂犬病予防集合注射会場で啓発看板を設置 センターと連携し啓発指導を行う。
し周知を行った。 犬の死亡届の啓発を適宜行い、更なる台帳整備を行 見直して継続 拡大
狂犬病予防注射接種率を更に向上する必要がある。 うことで狂犬病予防注射接種率の向上を図る。 拡大 現状 ○

事務事業の改善内容 縮小 削減
事業統合 人員

Check 3 手段見直

休止・廃止 拡大
現状 ○

完了 削減

東近江市総合計画 ～まちづくりの森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 狂犬病予防注射接種率 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 453

○基本的政策：07環境への負荷を軽減するまちをつくります 指標の目標値 64.0% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 生活環境課

　 関 係 法 令 　狂犬病予防法、滋賀県動物の保護及び管理に関する条例 －

○ 施策 ：06狂犬病予防対策の推進 市 条 例 等 作　　成　　者 西　直樹

事務事業名 　狂犬病の発生を予防するため、犬の登録と予防注射を行います。また、正しい犬の飼い方等につい
関連計画て、飼い主へ啓発し、糞害の防止等を図ります。

狂犬病予防事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 020000
算

款   項   目 040105

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　畜犬登録、狂犬病予防注射事業 １　畜犬登録、狂犬病予防注射事業 １　畜犬登録、狂犬病予防注射事業 １　畜犬登録、狂犬病予防注射事業
　・犬の新規、変更登録　　620頭 　・犬の新規、変更登録 　・犬の新規、変更登録 　・犬の新規、変更登録
　・狂犬病予防注射実施　4,267頭 　・狂犬病予防注射実施 　・狂犬病予防注射実施 　・狂犬病予防注射実施
    
２　動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全 ２　動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全 ２　動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全 ２　動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全
　・糞害防止看板の自治会への配布　23件39枚 　・糞害防止看板の自治会への配布 　・糞害防止看板の自治会への配布 　・糞害防止看板の自治会への配布

主な事業内容

（年次計画）

Plan 1

（実績）

Do 2

指標の年度目標値 61% 62% 63% 64%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算



・シルバー人材センターに委託し、散乱ごみの回 　・シルバー人材センターに委託し、散乱ごみの回
　収と啓発活動を実施 　収と啓発活動を実施 　収と啓発活動を実施 　収と啓発活動を実施
　　　実施日数　920日    

主な事業内容 　・永源寺地区夏季パトロールの強化 　・永源寺地区夏季パトロールの強化 　・永源寺地区夏季パトロールの強化 　・永源寺地区夏季パトロールの強化
　　　実施日数　 30日    

（年次計画）     
３　ボランティア、自治会のごみ回収取組支援 ３　ボランティア、自治会のごみ回収取組支援 ３　ボランティア、自治会のごみ回収取組支援 ３　ボランティア、自治会のごみ回収取組支援

Plan 1 　　 5/29　ごみゼロ大作戦　八千代橋北詰河川敷    
　　 7/1 　びわ湖の日　　　能登川漁協漁港周辺    

（実績） 　　11/27　環境美化の日　　葉枝見橋南詰河川敷    
    

Do 2 ４　美化推進に係る啓発及びポイ捨て対策 ４　美化推進に係る啓発及びポイ捨て対策 ４　美化推進に係る啓発及びポイ捨て対策 ４　美化推進に係る啓発及びポイ捨て対策
　・不法投棄禁止看板の設置 　・不法投棄禁止看板の設置 　・不法投棄禁止看板の設置 　・不法投棄禁止看板の設置
　・不法投棄監視カメラの設置 　・不法投棄監視カメラの設置 　・不法投棄監視カメラの設置 　・不法投棄監視カメラの設置
　・市ホームページでの啓発 　・市ホームページでの啓発 　・市ホームページでの啓発 　・市ホームページでの啓発

指標の年度目標値 700人 800人 900人 1,000人

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 2,716千円 県支出金 2,924千円

事業の財源 18,139千円 市債 0千円 19,660千円 市債 0千円

その他 120千円 その他 0千円

一般財源 15,303千円 一般財源 16,736千円

職員数/人件費 正 2.94人 会計任 0.02人 16,758 千円 正 2.62人 会計任 0.12人 15,419 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 157人 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の
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 事務事業評価

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 清掃美化活動の参加者数 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 1
 

○基本的政策：05資源循環型社会への意識の高いまちをつくります 指標の目標値 1,000人 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 資源再生推進課

　 関 係 法 令 　東近江市の豊かな環境と風土づくり条例、東近江市自然環境及び生物多様性の保全に関する条例、 東近江市環境基本
東近江市生活環境保全及び公害防止に関する条例 計画、東近江市地

○ 施策 ：01環境美化の推進 市 条 例 等 作　　成　　者 五十子　又一域福祉計画

事務事業名 　市民環境活動団体の活動を支援することにより、地域の環境美化の推進や地球温暖化防止に関する
関連計画市民の意識の高揚を図ります。また、環境リーダーを養成することにより、環境啓発や環境教育活動

美化推進対策事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計の推進を図ります。

大事業コード 020000
算

款   項   目 040201

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　廃棄物不法投棄監視員の設置 １　廃棄物不法投棄監視員の設置 １　廃棄物不法投棄監視員の設置 １　廃棄物不法投棄監視員の設置
　・各地区の不法投棄のパトロール 　・各地区の不法投棄のパトロール 　・各地区の不法投棄のパトロール 　・各地区の不法投棄のパトロール
　　　不法投棄監視員　34人    
　　　通報件数　　　　75件    
    
２　環境美化推進員によるパトロール ２　環境美化推進員によるパトロール ２　環境美化推進員によるパトロール ２　環境美化推進員によるパトロール
　・シルバー人材センターに委託し、散乱ごみの回 　・シルバー人材センターに委託し、散乱ごみの回 　



ごみ袋の作成と販売 　・ごみ袋の作成と販売
　・ごみカレンダーの作成 　・ごみカレンダーの作成 　・ごみカレンダーの作成 　・ごみカレンダーの作成

主な事業内容     
３　犬猫等死骸処理　284件 ３　犬猫等死骸処理 ３　犬猫等死骸処理 ３　犬猫等死骸処理

（年次計画）     
４　広域行政での事業推進に係る負担金 ４　広域行政での事業推進に係る負担金 ４　広域行政での事業推進に係る負担金 ４　広域行政での事業推進に係る負担金

Plan 1 　・中部清掃組合 　・中部清掃組合 　・中部清掃組合 　・中部清掃組合
　・愛知郡広域行政組合 　・愛知郡広域行政組合 　・愛知郡広域行政組合 　・愛知郡広域行政組合

（実績）     
５　ごみステーション設置・修繕支援 ５　ごみステーション設置・修繕支援 ５　ごみステーション設置・修繕支援 ５　ごみステーション設置・修繕支援

Do 2 　　　新設　11件　修繕　15件    
    
６　最終処分場施設の維持管理(五個荘日吉町) ６　最終処分場施設の維持管理(五個荘日吉町) ６　最終処分場施設の維持管理(五個荘日吉町) ６　最終処分場施設の維持管理(五個荘日吉町)
　　　搬入量　86.1t    
    
７　小型家電リサイクルの実施 ７　小型家電リサイクルの実施 ７　小型家電リサイクルの実施 ７　小型家電リサイクルの実施
　　　回収量　15.4t    
 

指標の年度目標値 795g/1日 790g/1日 785g/1日 780g/1日

事業の優先度 Ａ Ａ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 1,556,078千円 市債 0千円 1,681,266千円 市債 0千円

その他 55,618千円 その他 59,964千円

一般財源 1,500,460千円 一般財源 1,621,302千円

職員数/人件費 正 4.47人 会計任 0.18人 25,275 千円 正 3.99人 会計任 0.15人 22,759 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 774g/1日 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容
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務事業評価

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 市民一人当たりのごみ量 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 63

○基本的政策：05資源循環型社会への意識の高いまちをつくります 指標の目標値 780g/1日 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 資源再生推進課

　 関 係 法 令 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律、東近江市ごみステーション設置補助金交付要綱 一般廃棄物（ごみ
）処理基本計画、

○ 施策 ：02ごみの適正処理 市 条 例 等 作　　成　　者 五十子　又一湖東地域一般廃棄

事務事業名 　廃棄物が適正に処理できるよう、ごみ袋の販売やカレンダー・ガス抜き器具の配布、また分別収集 物処理基本計画(
関連計画や集団回収を実施します。 ごみ・生活排水）

廃棄物処理対策事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計、東近江市地域福

祉計画 大事業コード 030000
算

款   項   目 040201

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　家庭ごみ等の収集 １　家庭ごみ等の収集 １　家庭ごみ等の収集 １　家庭ごみ等の収集
　・ごみ収集・運搬（委託・許可業者） 　・ごみ収集・運搬（委託・許可業者） 　・ごみ収集・運搬（委託・許可業者） 　・ごみ収集・運搬（委託・許可業者）
　・粗大ごみの有料収集　785件　1,903点 　・粗大ごみの有料収集 　・粗大ごみの有料収集 　・粗大ごみの有料収集
　・危険物回収及び処理　0.677t 　・危険物回収及び処理 　・危険物回収及び処理 　・危険物回収及び処理
　 　 　 　
　 　 　 　
２　ごみ処理関係品の作成・販売等 ２　ごみ処理関係品の作成・販売等 ２　ごみ処理関係品の作成・販売等 ２　ごみ処理関係品の作成・販売等
　・ごみ袋の作成と販売 　・ごみ袋の作成と販売 　・



コンポストの普及
　　　講習会の開催　38回    
　　　ダンボールコンポストの販売　800個    

主な事業内容     
３　生ごみ処理容器購入に対する補助　68件 ３　生ごみ処理容器購入に対する補助 ３　生ごみ処理容器購入に対する補助 ３　生ごみ処理容器購入に対する補助

（年次計画）     
４　古紙等の資源回収に対する補助　 162件 ４　古紙等の資源回収に対する補助 ４　古紙等の資源回収に対する補助 ４　古紙等の資源回収に対する補助

Plan 1     
５　廃棄物減量等推進審議会 ５　廃棄物減量等推進審議会 ５　廃棄物減量等推進審議会 ５　廃棄物減量等推進審議会

（実績）     
６　エコフリーマーケットの開催支援 ６　エコフリーマーケットの開催支援 ６　エコフリーマーケットの開催支援 ６　エコフリーマーケットの開催支援

Do 2 　　　10/30　市役所新館駐車場    
    
７　食品ロス削減の啓発 ７　食品ロス削減の啓発 ７　食品ロス削減の啓発 ７　食品ロス削減の啓発

指標の年度目標値 11.7% 12.4% 13.1% 13.9%

事業の優先度 Ｂ Ｂ

決算額 国庫支出金 0千円 予算額 国庫支出金 0千円

県支出金 0千円 県支出金 0千円

事業の財源 4,534千円 市債 0千円 5,717千円 市債 0千円

その他 0千円 その他 0千円

一般財源 4,534千円 一般財源 5,717千円

職員数/人件費 正 3.69人 会計任 0.26人 20,850 千円 正 3.55人 会計任 0.32人 20,466 千円

評価
改善 方向性

令和04年度 事務事業評価

指標の年度実績 Do 2 8.3% 令和05年度の改善の取り組み Action 4 令和06年度以降の事業の方向性と資源の配分

＜成果・課題＞ ＜改善内容＞ 事業の方向性 資源(財源・人)の配分 事業の方向性と資源の配分の内容

エコフリーマーケットやパソコン周辺機器の回収イ ごみの減量及びリサイクルは、市民一人一人の意識 現状維持 ○ 財源
ベントを開催することにより、ごみの減量及びリサ の向上が重要であるため、家庭で実践できるごみの
イクルの取組を啓発することができた。 減量の取組を、広報紙や市ホームページ等様々な情 見直して継続 拡大
ダンボールコンポストを用いた生ごみの堆肥化を推 報媒体を活用して積極的に周知する。 拡大 現状 ○
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森を育てよう～ ■ 令和05年度 実施計画 ／ ◆ 令和04年度 事務事業評価

○基本目標 ：05誰もが輝き快適な生活環境が整うまち 指 標 名 ごみのリサイクル率 指　　標 成果指標一覧のとおり 新規 ○ ソフト 事務事業コード 2

○基本的政策：05資源循環型社会への意識の高いまちをつくります 指標の目標値 13.9% 目標年（ 令和07年度 ） 算出方法 ○ 継続 ハード 担　当　課　名 資源再生推進課

　 関 係 法 令 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律 東近江市ごみ減量
基本計画、東近江

○ 施策 ：03循環型社会の構築 市 条 例 等 作　　成　　者 五十子　又一市生ごみ等リサイ

事務事業名 　ごみの減量化と循環型社会の構築をめざし、資源回収、生ごみ減量に対する取組を推進するととも クル基本方針
関連計画に、市民の活動を支援します。

廃棄物減量化推進事業 事務事業概要 予
会   計   名 一般会計

大事業コード 040000
算

款   項   目 040201

令和04年度 事務事業実績 令和05年度 実施計画

令和04年度 令和05年度 令和06年度 令和07年度

１　資源回収、資源分別活動の推進 １　資源回収、資源分別活動の推進 １　資源回収、資源分別活動の推進 １　資源回収、資源分別活動の推進
    
２　生ごみ減量化、堆肥化の推進 ２　生ごみ減量化、堆肥化の推進 ２　生ごみ減量化、堆肥化の推進 ２　生ごみ減量化、堆肥化の推進
　・市内の先進的取組団体へ委託し、市民向け講習 　・市内の先進的取組団体へ委託し、市民向け講習 　・市内の先進的取組団体へ委託し、市民向け講習 　・市内の先進的取組団体へ委託し、市民向け講習
　会を実施 　会及び研修会を実施 　会及び研修会を実施 　会及び研修会を実施
　・市民アドバイザーの養成 　・市民アドバイザーの養成 　・市民アドバイザーの養成 　・市民アドバイザーの養成
　・ダンボールコンポストの普及 　・ダンボールコンポストの普及 　・ダンボールコンポストの普及 　・ダンボール


